





A Study on the Torsional Vibration of the Building by the 
Eccentricity of the Yield Strength 
Part 2 : On the results of the elasto園plasticresponse analysis 
(the case of zero static eccentricity ratio) 
中村満喜男
Makio NAKA1瓜AA
Abstract: The torsional vibration is exited by the eccentricity of the mass ， the stiffness and the yi巴ldstrength of the 
earthquake resistant elements. In this paper， when出巴 eccentricity鉱山 forthe yield s仕engthof the earthquake resistant 
elements， the torsional vibration is evaluated by the dynamic eccen仕icityratio and the ductility factor. For the analytical， 
the static eccentricity ratio in relation to the mass and the stiffness is zero. Accordingly the torsional vibration which is 
treated in this paper， isal occurr巴dby the eccentricity of th巴yieldstrength. From the results of the elasto-plastic respons巴
analysis， itis cle訂 thatthe dyn副niceccentricity ratio and th巴 ductilityfactor strongly depend on the eccentricity of the 
yield s仕ength.For the another parameters， the both side stiffness ratio ηof the earthquake resistant element affects 
considerably the dynamic eccentricity ratio， but does not affect the ductility factor. The ratio of th巴buildingplan巴shape，
βdoes not hardly afi巴ctthe dynamic eccentricity ratio and the ductility factor. And itis clear that the influence of th巴
earthquake resistant elements for the perpendicular direction，ηp affects consid巴rablythe dynamic eccentricity ratio 
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ける ηの違いによるμ3の値のとり得る範囲は、 β 交方向(X方向)の耐震要素④によって分担される。
が小さく建物が細長くなるほど、わずかではあるが 発生するねじれモーメントに耐震要素④が与える効
大きくなる。最大塑性率は、古 3の値すなわち降伏 果はβ=1.0において最も大きく、 βが減少、すなわ
点強度の偏心の影響を強く受け、次に耐震要素の両 ち建物平面形状が細長くなるほど小さくなる。従つ
側剛性比ηに依存し、建物平面形状比βに対しては、 でねじれ振動に対する ηpの効果は、 β=1.0におい
依存性はあるがそれほど敏感ではない。 て最も顕著に表れるので、以下に示される図はβ




(b)より、最大塑性率μ3はηが増加すると t3=0目4に をとって得られた折線の結果である。図 5の(b)は
おいてβ全体に対し少しずつ増加しているが、図3 縦軸に耐震要素③の最大塑性率をとって得られた折
の(b)ほど顕著な増加は見られない。ヌ、最大塑性 線の結果である。
率μ3の値のηによる変化の範囲は、主 3=0.4におい 図5の(a)より次のことがいえる。折線の 8dがη
でさえ、 βへの依存性が少ないことが明らかである。 の違いによって異なる範囲は、 ηpが大きくなる、
最大塑性率μ3の最大値は主 3=0.4で生じ約3.0で各 すなわち直交方向耐震要素が大きくなると、小さく
βに対し同じである。 なる傾向がある。 t3が0.4のとき、 edはηpに大き
く依存しており、 ηの{直が大きくなると edの値が
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(a) 動的偏心距離 (b) 耐震要素③の最大塑性率
図5 ねじれ振動による動的偏心距離と耐震要素③の最大塑性率 (To=0.4，β=1.0) 
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は表れていない。建物平面形状比βに対する影響と
して、動的偏心距離と最大塑性率は共にそれほど大
きな効果を示していない。特に最大塑性率について
βの影響は小さい。直交方向の耐震要素ηPの影響
は、降伏点強度の偏心が大きい範囲で、動的偏心距
離に大きな依存性を示すが、最大塑性率においてほ
とんど依存性を示さない。最大型性率の値は耐震要
素の事実上の崩壊と密接な関係があり、直交方向耐
震要素が存在して動的偏心距離が小さくなってねじ
れモーメントは減少しでも、最大塑性率の値が一定
の値を超える応答系はねじれ振動崩壊する危険性を
含んでいることが明らかである。
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